
　　日ごろから市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。

　　本市は、第六次総合計画において「こころ豊かに暮らし、しあわせを実感できるま

　ち沼田を目指して」を目標に掲げており、すべての人の基本的人権が尊重され、その

　個性と能力とが十分に発揮できる社会の実現を目指しております。

　　近年、コロナ禍において発生している医療従事者や感染者への偏見、インターネッ

　トやＳＮＳでの誹謗中傷、性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）に関する知識の不足から生じ

　る差別など、新たな人権侵害が発生しており、人権についての正しい認識を持つ必要

　性から、人権教育の重要性がますます高まっております。

　　こうしたことから、本市では「沼田市人権教育・啓発に関する基本計画」を策定す

　ることとし、その基礎資料とするため、市民皆さまの人権意識について調査を実施す　

　ることといたしました。

　　この度、市内にお住まいの１８歳以上の皆さま（令和３年１２月１日現在）の中か

　ら２，０００人を無作為に選ばせていただいたところ、あなた様に調査協力をお願い

　することとなりました。

　　つきましては、お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、よ

　り良い計画策定のため、ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。

　　なお、お寄せいただきましたご回答は、統計的に処理し集計された結果のみ公表さ

　せていただきます。

　　令和３年１２月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沼田市長　　横　山　公　一

　 ご記入にあたってのお願い

　　①封筒のあて名のご本人がお答えください。

　　②お答えは、（　　）内の「○は１つだけ」「○はそれぞれ１つ」

　　　「○は３つまで」「○はいくつでも」に従い記入してください。

　　　また、○印は、番号を囲むようにつけてください。

　　③お答えが「その他」にあてはまる場合は、（　　）内にその内容

　　　を具体的に記入してください。

　　ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、

　 令和４年１月２０日（木）までにポストに投函してください。

　　この調査についてのお問い合わせは、以下までお願いいたします。

　　沼田市役所　市民部　市民協働課　市民相談係

　　電　話：０２７８－２３－２１１１（内線３０５６）

　　ＦＡＸ：０２７８－２０－１５０１

人権に関する市民意識調査

例）　１



　問１．基本的人権は、侵すことのできない永久の権利として、憲法で保障されています。

　　　　日本の現実をみて、基本的人権が守られていると思いますか。（○は１つだけ）

　　　

　問２．人権に関する法律を知っていますか。（○はそれぞれ１つ）

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

　問３．どのような人権問題に関心がありますか。（○はいくつでも）

　＊１　ＨＩＶ感染者とは：ＨＩＶ（ヒト免役不全ウイルス）に感染していても特徴的な症状が出ていない人

　＊２　エイズ患者とは：ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）に感染し、さまざまな病気を発症した人

　＊３　ＬＧＢＴＱとは：次の言葉の頭文字をとって組み合わせた言葉で、性的少数者を表す言葉の一つ

　　　　　　　　　　　　レズビアン（Ｌｅｓｂｉａｎ）＝女性の同性愛者、ゲイ（Ｇａｙ）＝男性の同性愛

　　　　　　　　　　　　者、バイセクシャル（Ｂｉｓｅｘｕａｌ）＝両性愛者、トランスジェンダー（Ｔｒ

　　　　　　　　　　　　ａｎｓｇｅｎｄｅｒ）＝身体の性と心の性が一致しない人、クイア（Ｑｕｅｅｒ）

　　　　　　　　　　　　・クエスチョニング（Ｑｕｅｓｔｉｏｎｉｎｇ）＝特定の枠に属さない人

基本的人権について

　　４．障がい者の人権 　　14．アイヌの人々の人権

　　９．新型コロナウイルス感染者等の人権 　　18．関心のある人権問題は特にない

　　６．わからない

　　４．どちらかといえば守られていない

　　３．どちらともいえない

　　１．よく守られている

　　13．性的少数者（ＬＧＢＴＱ*3）の人権

　　10．犯罪被害者とその家族の人権

よく
知って
いる

ある
程度
知って
いる

名称
だけ
知って
いる

知ら
ない

　　①　障害者差別解消法
　　　　　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」

　　②　ヘイトスピーチ解消法
　　　　　「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に
　　　　　　向けた取組の推進に関する法律」

　　８．ハンセン病患者の人権 　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　　５．同和問題に伴う人権侵害

　　③　部落差別解消推進法
　　　　　「部落差別の解消の推進に関する法律」

　　７．ＨＩＶ感染者*1やエイズ患者*2の人権 　　17．その他

　　15．北朝鮮による拉致被害者の人権

　　６．外国人の人権 　　16．地震等の災害に伴う人権侵害

　　１．女性の人権 　　11．刑を終えて出所した人の人権

　　２．子どもの人権 　　12．インターネットを介した人権侵害

　　３．高齢者の人権

　　５．守られていない　　２．どちらかといえば守られている
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　問４．自分の人権が侵害されたと感じたことがありますか。（○は１つだけ）

　問４で「１．ある」と回答した方に伺います。

　問５．自分の人権が侵害されたと感じたのは、どのようなことですか。

　　　　（○はいくつでも）

　問４で「１．ある」と回答した方に伺います。

　問６．自分の人権が侵害されたと感じた時、どこ（誰）かに相談しましたか。

　　　　（○は１つだけ）

　問６で「１．相談した」と回答した方に伺います。

　問７．どこ（誰）に相談しましたか。（○はいくつでも）

　問６で「２．相談しなかった」と回答した方に伺います。

　問８．相談しなかったのはなぜですか。（○はいくつでも）

　　１．自分にも悪いところがあると思った

　　２．相手に抗議する等、自分で解決した

　　３．相談しようという考えが思い浮かばなかった

　　４．どこに相談したらよいのかわからなかった

　　５．信頼できる相談先がなかった

　　６．相談しても無駄だと思った

　　７．相手に知られる、仕返しをされるのが怖かった

　　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　９．答えたくない

　　１．ある 　　２．ない（⇒次ページ問９へ）

　　８．犯罪被害にかかわるもの

　　　　かわるもの 　　10．インターネットを介した人権侵害

　　12．民間の相談窓口

　　11．医師・看護師等の医療関係者

　　10．弁護士、司法書士

　　９．刑を終えて出所した人の人権にかか

　　　　わるもの

　　11．性的指向や性自認にかかわるもの

　　12．プライバシーの侵害

　　13．なんとなくそう感じた

　　14．その他

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　　15．答えたくない

　　１．相談した（⇒問７へ） 　　２．相談しなかった（⇒問８へ）

　　１．家族・親戚

　　２．友人・知人

　　９．法務局、人権擁護委員

　　１．男女平等にかかわるもの

　　２．いじめや虐待等の子どもの人権にか

　　３．高齢を理由とするもの

　　４．障がいを理由とするもの

　　５．同和問題にかかわるもの

　　７．警察

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）　　６．職場の上司や同僚

　　13．その他

　　６．国籍・人種・民族にかかわるもの

　　７．感染症等にかかわるもの

　　８．市・県の相談窓口

　　14．答えたくない

　　３．地域・近所の人

　　４．民生委員・児童委員

　　５．学校の先生
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　問９．女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてですか。

　　　　（○はいくつでも）

　　１．男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」等）

　　２．女性の活躍に影響を及ぼす社会通念、しきたり、慣習が残っている

　　３．セクシュアル・ハラスメント

　　４．マタニティ・ハラスメント
*1

　　５．配偶者や恋人等の親密な関係にある男性からの暴力（ＤＶ
*2
）

　　６．ストーカー行為

　　７．職場における、採用、給与、昇進、仕事内容等の待遇の違い

　　８．痴漢行為等の性犯罪

　　９．テレビ、ＤＶＤ、インターネット等で女性を性的対象とする情報があふれている

　　10．売春、買春、援助交際、風俗営業

　　11．女性が地域・職場等における意思・方針決定に参画する機会が少ない

　　12．女性の容姿を競うミス・コンテスト

　　13．「婦人」「令夫人」「未亡人」のように女性だけに用いられる言葉

　　14．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　15．わからない

　　16．女性の人権が尊重されていないと感じることは特にない

　問10．女性の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。特に大切だ

　　　　と思うものを選んでください。（○は３つまで）

　　１．男女がともに働きながら、家事・育児・介護等を両立できる環境の整備

　　２．男女の固定的な役割分担意識を是正し、男女平等意識を広める

　　３．さまざまな社会制度や慣行を男女共同参画の視点に立って見直す

　　４．ＤＶの防止

　　５．地域・職場等における意思・方針決定への女性の参画促進（議員、企業役員等）

　　６．女性が被害者となる犯罪の取締り強化

　　７．男女平等に関する学校教育、社会教育の充実

　　８．女性の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　９．女性の人権を守るための啓発活動の充実

　　10．女性のための相談・支援体制の充実

　　11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　12．わからない

　　13．女性の人権を守るために必要だと思うことは特にない

　＊１　マタニティ・ハラスメントとは：女性が、妊娠・出産、育児休業取得等を理由に、解雇、雇い止め、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　降格、減給等の不利益な取扱いをうけること。また、上司や同僚か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら、精神的・肉体的ないやがらせを受けること

　＊２　ＤＶとは：ドメスティック・バイオレンスの略で、配偶者、恋人、パートナー等の親密な関係にある、

　　　　　　　　　または、あった者から振るわれる暴力のこと。身体的暴力のほか、精神的暴力、社会的暴

　　　　　　　　　力、経済的暴力、性暴力、子どもを巻き込んだ暴力等がある

女性の人権について
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　問11．子どもの人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてですか。

　　　　（○はいくつでも）

　　１．子どもの間の仲間はずれ、無視、いやがらせ、暴言、暴力等のいじめ

　　２．保護者による無視、暴言、暴力等の虐待

　　３．保護者による食事を与えない等の養育放棄

　　４．大人が、子どもの意見を無視し、考えを押し付ける

　　５．教師やスポーツ指導者等による言葉の暴力や体罰

　　６．いじめや虐待に気がついても見て見ぬふりをする

　　７．経済的理由で十分な教育を受けられない、健康な生活ができない

　　８．暴力、性に関わる問題（児童ポルノ）等、子どもに有害な情報があふれている

　　９．本来大人が担うと想定される家事や家族の世話等を子どもが日常的に行う

　　10．不審者によるつきまとい等、子どもの安全をおびやかす行為

　　11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　12．わからない

　　13．子どもの人権が尊重されていないと感じることは特にない

　問12．子どもの人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。特に大切

　　　　だと思うものを選んでください。（○は３つまで）

　　１．子ども同士のいじめを見逃さない

　　２．児童虐待や育児放棄の発見、解決のための体制づくり

　　３．子どもの自主性を尊重し、大人の考えを一方的に押し付けない

　　４．体罰禁止の徹底

　　５．家庭、学校、地域が連携し子どもを見守り、地域で子どもを育む機運を高める

　　６．子どもの人権に関する学校教育、社会教育の充実

　　７．子どもの人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　８．子どもの人権を守るための啓発活動の充実

　　９．子どもやその家族のための相談・支援体制の充実

　　10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　11．わからない

　　12．子どもの人権を守るために必要だと思うことは特にない

子どもの人権について
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　問13．高齢者の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてですか。

　　　　（○はいくつでも）

　　１．家庭内、病院、施設における不当な扱いや虐待

　　２．家庭や地域からの孤立

　　３．働ける場所や能力を発揮する機会が少ない

　　４．アパート等賃貸住宅への入居が困難

　　５．悪質商法や特殊詐欺等の犯罪被害が多い

　　６．高齢者の意見や行動を尊重しない

　　７．道路の段差等、まちの中で暮らしていくのに不便や支障がある

　　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　９．わからない

　　10．高齢者の人権が尊重されていないと感じることは特にない

　問14．高齢者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。特に大切

　　　　だと思うものを選んでください。（○は３つまで）

　 　

　　１．家庭、病院、施設における不当な扱いや虐待防止の徹底

　　２．家庭、地域が連携し高齢者を支える

　　３．就労環境の整備

　　４．自己啓発や文化的活動に参加できる機会の充実

　　５．高齢者向け住宅の確保

　　６．高齢者が被害者となる犯罪の取締り強化

　　７．財産を守るための社会的サービス（成年後見制度*1等）の充実

　　８．道路、交通機関、建物等のバリアフリー化

　　９．高齢者の人権に関する学校教育、社会教育の充実

　　10．高齢者の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　11．高齢者の人権を守るための啓発活動の充実

　　12．高齢者やその家族のための相談・支援体制の充実

　　13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　14．わからない

　　15．高齢者の人権を守るために必要だと思うことは特にない

　＊１　成年後見制度とは：認知症、知的障がい、精神障がい等の判断能力が不十分な人が、財産管理や契約

　　　　　　　　　　　　　等をするときに、不利益が生じないよう保護し、支援する制度

高齢者の人権について
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　問15．障がい者の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてです

　　　　か。（○はいくつでも）

　　１．障がい者への理解が不十分であるため、適切な配慮がされない

　　２．差別的な発言や行動（じろじろ見る、避ける、入店拒否等）

　　３．家庭内、病院、施設における不当な扱いや虐待

　　４．就職時や職場における不利な扱い

　　５．働ける場所や能力を発揮する機会が少ない

　　６．道路の段差等、まちの中で暮らしていくのに不便や支障がある

　　７．アパート等賃貸住宅への入居が困難

　　８．障がい者に対する虐待やいやがらせ

　　９．結婚問題で周囲から反対を受ける

　　10．保育施設や学校の受け入れ体制が十分でない

　　11．使える在宅サービス、施設、病院が少ない

　　12．障がいの内容、程度に応じた適切な配慮がされないため、社会参加しづらい

　　13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　14．わからない

　　15．障がい者の人権が尊重されていないと感じることは特にない

　問16．障がい者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。特に大

　　　　切だと思うものを選んでください。（○は３つまで）

　　１．家庭、病院、施設における不当な扱いや虐待防止の徹底

　　２．雇用促進等の就労支援

　　３．家事援助等の日常生活を支援する在宅サービスの充実

　　４．施設、病院、リハビリテーション事業等の充実

　　５．道路、交通機関、建物等のバリアフリー化

　　６．自己啓発や文化的活動に参加できる機会の充実

　　７．財産を守るための社会的サービス（成年後見制度等）の充実

　　８．障がいのある人とない人との交流の促進

　　９．障がい者の人権に関する学校教育、社会教育の充実

　　10．障がい者の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　11．障がい者の人権を守るための啓発活動の充実

　　12．障がい者やその家族のための相談・支援体制の充実

　　13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　14．わからない

　　15．障がい者の人権を守るために必要だと思うことは特にない

障がい者の人権について
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　問17．日本社会に「同和問題」「部落差別」と呼ばれる人権問題があることを知ってい

　　　　いますか。（○は１つだけ）

　問17で「１．知っている」と回答した方に伺います。

　問18．同和問題において、人権上問題があると思うことはどのようなことについてです

　　　　か。（○はいくつでも）

　　１．結婚問題で周囲から反対を受ける

　　２．就職時や職場における不利な扱い

　　３．身元調査

　　４．差別的な発言

　　５．つきあいや交際を避けられる

　　６．インターネット上の差別的な情報掲載

　　７．えせ同和行為
*1

　　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　９．わからない

　　10．同和問題について問題があると思うことは特にない

　問17で「１．知っている」と回答した方に伺います。

　問19．同和問題を解決するためには、どのようなことが必要だと思いますか。特に必要

　　　　だと思うものを選んでください。（○は３つまで）

　　１．同和問題について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　２．同和問題に関する学校教育、社会教育の充実

　　３．差別をしたり、差別を営利目的等に使ったりするものを法律で処罰する

　　４．同和問題に関する啓発活動の充実

　　５．同和問題についての相談・支援体制の充実

　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　７．わからない

　　８．同和問題を解決するために必要だと思うことは特にない

　＊１　えせ同和行為とは：同和問題を口実にして、個人、企業、官公庁等に不当な利益や義務のないことを

　　　　　　　　　　　　　求める行為

　　１．知っている 　　２．知らない（⇒次ページ問20へ）

同和問題について
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　問20．外国人の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてですか。

　　　　（○はいくつでも）

　　１．生活習慣、宗教、文化への理解や認識が不十分

　　２．差別的な発言や行動（じろじろ見る、避ける、入店拒否等）

　　３．就職時や職場における不利な扱い（低賃金、解雇等）

　　４．結婚問題で周囲から反対を受ける

　　５．町内会等の地域社会で受け入れられにくい

　　６．アパート等賃貸住宅への入居が困難

　　７．公共施設、交通機関、病院等に十分な外国語表記がなく、サービスを受けにくい

　　８．保育施設や学校の受け入れ体制が十分でない

　　９．保健、医療、防災、教育等の生活に必要な情報を十分に入手できない

　　10．ヘイトスピーチ
*1
を伴うデモ、集会、街宣活動等が行われる

　　11．納税の義務がある一方、参政権はない

　　12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　13．わからない

　　14．外国人の人権が尊重されていないと感じることは特にない

　問21．外国人の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。特に大切

　　　　だと思うものを選んでください。（○は３つまで）

　　１．外国人の文化や生活習慣等への理解を深める

　　２．雇用促進等の就労支援

　　３．外国人と日本人との交流の促進

　　４．外国人向け住宅の確保

　　５．公共施設、交通機関、病院等の外国語表記の整備

　　６．外国語による情報提供の充実

　　７．外国人の参政権を認める

　　８．外国人の人権に関する学校教育、社会教育の充実

　　９．外国人の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　10．外国人の人権を守るための啓発活動の充実

　　11．外国人やその家族のための相談・支援体制の充実

　　12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　13．わからない

　　14．外国人の人権を守るために必要だと思うことは特にない

　＊１　ヘイトスピーチとは：特定の国の出身者であることやその子孫であることのみを理由に、日本社会か

　　　　　　　　　　　　　　ら追い出そうとしたり危害を加えようとしたりするなどの一方的な内容の言動

外国人の人権について
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　問22．感染症患者等
*1
の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについ

　　　　てですか。（○はいくつでも）

　　１．感染症患者等のプライバシーが守られない

　　２．差別的な発言や行動（じろじろ見る、避ける、入店拒否、悪意のある噂等）

　　３．就職時や職場における不利な扱い

　　４．アパート等賃貸住宅への入居が困難

　　５．家族、親戚、友人等から付き合いを拒絶される

　　６．結婚を断られる、周囲から結婚を反対される、離婚を迫られる

　　７．病院における治療や入院を拒否される

　　８．本人に無断で感染症検査等をされる

　　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　10．わからない

　　11．感染症患者等の人権が尊重されていないと感じることは特にない

　問23．感染症患者等の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。特

　　　　に大切だと思うものを選んでください。（○は３つまで）

　　１．感染症患者等のプライバシーの保護

　　２．保健所や医療機関における検査や治療体制の充実

　　３．感染症患者等の医療費の補助

　　４．感染症患者等の生活の支援

　　５．各種感染症の正しい知識と患者等の人権に関する学校教育、社会教育の充実

　　６．感染症患者等の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　７．感染症患者等の人権を守るための啓発活動の充実

　　８．感染症患者等のための相談・支援体制の充実

　　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　10．わからない

　　11．感染症患者等の人権を守るために必要だと思うことは特にない

　＊１　感染症患者等とは：ＨＩＶ感染者、エイズ患者、ハンセン病患者・元患者、新型コロナウイルス感染

　　　　　　　　　　　　　者等やその家族、医療従事者等

感染症患者等の人権について
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　問24．犯罪被害者やその家族の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなこと

　　　　についてですか。（○はいくつでも）

　　１．犯罪行為による精神的負担

　　２．犯罪行為による経済的負担

　　３．過度な取材等によるプライバシーの侵害

　　４．周囲の人の無責任な噂、偏見、差別

　　５．捜査や裁判による、精神的、経済的、時間的負担

　　６．警察に相談しても、期待どおりの結果が得られない

　　７．犯罪被害者自身が非難の対象になる

　　８．刑事裁判に犯罪被害者等の声が十分に反映されない

　　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　10．わからない

　　11．犯罪被害者等の人権が尊重されていないと感じることは特にない

　問25．犯罪被害者やその家族の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いま

　　　　すか。特に大切だと思うものを選んでください。（○は３つまで）

　　１．犯罪を防ぐための施策の充実

　　２．プライバシーに配慮した取材や報道

　　３．犯罪被害者等の安全確保（仕返しの防止）

　　４．損害の回復や経済的支援

　　５．カウンセリングやその他の保健・医療サービスの充実

　　６．犯罪被害者等に接する警察署員等に対する教育の充実

　　７．犯罪被害者等の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　８．犯罪被害者等の人権を守るための啓発活動の充実

　　９．犯罪被害者等のための相談・支援体制の充実

　　10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　11．わからない

　　12．犯罪被害者等の人権を守るために必要だと思うことは特にない

犯罪被害者等の人権について
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　問26．刑を終えて出所した人の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなこと

　　　　についてですか。（○はいくつでも）

　　１．更生した人たちに対する誤った認識や偏見

　　２．差別的な発言や行動（避ける、いやがらせ、悪意のある噂等）

　　３．就職時や職場における不利な扱い

　　４．結婚問題で周囲から反対を受ける

　　５．アパート等賃貸住宅への入居が困難

　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　７．わからない

　　８．刑を終えて出所した人の人権が尊重されていないと感じることは特にない

　問27．刑を終えて出所した人の社会復帰を援助する「更生保護」活動をしている人たち

　　　　がいることを知っていますか。（○は１つだけ）

　問28．犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、犯罪や

　　　　非行のない安全で安心な明るい地域社会を築くための全国的な運動である「社会

　　　　を明るくする運動」を知っていますか。（○は１つだけ）

　問29．犯罪・非行の前歴のために定職に就くことが容易でない刑務所出所者等を雇用し、

　　　　立ち直りを助ける「協力雇用主制度」を知っていますか。（○は１つだけ）

　問30．刑を終えて出所した人の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いま

　　　　すか。特に大切だと思うものを選んでください。（○は３つまで）

　　１．犯罪を防ぐための施策の充実

　　２．雇用促進等の就労支援

　　３．刑を終えて出所した人の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　４．刑を終えて出所した人の人権を守るための啓発活動の充実

　　５．刑を終えて出所した人やその家族のための相談・支援体制の充実

　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　７．わからない

　　８．刑を終えて出所した人の人権を守るために必要だと思うことは特にない

　　２．知らない　　１．知っている

　　１．知っている 　　２．知らない

刑を終えて出所した人の人権について

　　１．知っている 　　２．知らない
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　問31．インターネットを介した人権侵害において、人権上問題があると思うことはどの

        ようなことについてですか。（○はいくつでも）

　　１．他人を誹謗中傷するような表現の掲載

　　２．書き込みが匿名で行われることが多く倫理観が低下しやすい

　　３．書き込みが匿名で行われることが多く被害者が救済されにくい

　　４．他人に対する根拠のない悪い噂、悪口の掲載

　　５．個人情報の流出、不正な取扱い、横流し

　　６．出会い系サイトやＳＮＳ
*1
による交流が犯罪を誘発する場となっている

　　７．プライバシーを侵害するような画像の流出

　　８．捜査対象の未成年者の実名や顔写真の掲載

　　９．わいせつな画像や残虐な画像等の有害な情報の掲載

　　10．インターネット上で取引される悪徳商法

　　11．インターネットやＳＮＳ上における、子どもの間のいじめ問題

　　12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　13．わからない

　　14．インターネットを介した人権侵害について問題があると思うことは特にない

　問32．インターネットを介した人権侵害を解決するためには、どのようなことが必要だ

　　　　と思いますか。特に必要だと思うものを選んでください。（○は３つまで）

　　１．インターネットの利用ルールについて、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　２．違法な情報発信者に対する監視、取締りの強化

　　３．プロバイダー*2への人権を侵害する表現や情報の削除要請

　　４．プロバイダー等の企業が法令を正しく理解し適切な対策をとる

　　５．インターネットを介した人権侵害に関する啓発活動の充実

　　６．インターネットを介した人権侵害を受けた人のための相談・支援体制の充実

　　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　８．わからない

　　９．インターネットを介した人権侵害を解決するために必要だと思うことは特にない

　＊１　ＳＮＳとは：ソーシャルネットワーキングサービスの略。登録された利用者同士が交流できるＷｅｂ

　　　　　　　　　　サイトの会員制サービス

　＊２　プロバイダーとは：インターネットに接続するサービスを提供する事業者

インターネットを介した人権侵害について
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　問33．性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）の人権が尊重されていないと感じるのは、どのよう

　　　　なことについてですか。（○はいくつでも）

　　１．地域や社会で性的少数者への理解が十分にされていない

　　２．トイレ、更衣室等の設備が整っていない

　　３．差別的な発言や行動（好奇な目で見る、避ける、いやがらせ、入店拒否等）

　　４．就職時や職場における不利な扱い

　　５．学校におけるいやがらせ、いじめ、不利な扱い

　　６．相談できる相手が少ない

　　７．アパート等賃貸住宅への入居が困難

　　８．本人の承諾を得ないで性的少数者であることを公表する

　　９．法律が不十分であり、整備されていない

　　10．配偶者や家族と同様の権利が認められない

　　11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　12．わからない

　　13．性的少数者の人権が尊重されていないと感じることは特にない

　問34．ぐんまパートナーシップ宣誓制度*1を知っていますか。（○は１つだけ）

　　　

　問35．ぐんまパートナーシップ宣誓書受領カードにより利用できるサービスがあること

　　　　を知っていますか。（○は１つだけ）

　

　問36．性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）の人権を守るためには、どのようなことが必要だと

　　　　思いますか。特に大切だと思うものを選んでください。（○は３つまで）

　　１．ぐんまパートナーシップ宣誓書受領カードにより利用できるサービスの充実

　　２．多様な性に関する学校教育、社会教育の充実

　　３．履歴書や申請書類等の性別記載欄をなくす

　　４．性的少数者に関する法整備を進める

　　５．トイレ、更衣室等の設備の整備

　　６．性的少数者の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

　　７．性的少数者の人権を守るための啓発活動の充実

　　８．性的少数者やその家族のための相談・支援体制の充実

　　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　10．わからない

　　11．性的少数者の人権を守るために必要だと思うことは特にない

　＊１　ぐんまパートナーシップ宣誓制度とは：一方又は双方が性的少数者である２人が、互いをパートナー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とすることを宣誓する制度。宣誓書受領カードが交付される

性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）の人権について

　　１．知っている 　　２．知らない

　　１．知っている 　　２．知らない
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　問37．今の沼田市は、市民一人ひとりの人権が尊重された住みやすいまちだと思います

　　　　か。（○は１つだけ）

　問38．市の広報やホームページの人権に関する記事を読んだことがありますか。

　　　　（○は１つだけ）

　問39．人権啓発を推進するために、市がどのような方法による啓発活動を行うことが効

　　　　果的だと思いますか。（○はいくつでも）

　　１．広報ぬまたへの啓発記事掲載の充実

　　２．チラシ等の回覧、全戸配布

　　３．ホームページによる啓発の充実

　　４．街頭啓発活動（啓発物品の配布等）

　　５．講演会の開催

　　６．研修会の開催

　　７．ワークショップの開催

　　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　９．わからない

　　10．効果的なものは特にない

　問40．「人権が守られる社会」をつくるためには、市はどのような取り組みを行うべき

　　　　だと思いますか。（○はいくつでも）

　　１．人権意識を高めるための啓発の充実

　　２．人権に関する学校教育、社会教育の充実

　　３．人権に関する相談・支援体制の充実

　　４．公的機関において人権にかかわる職員の人権意識の向上

　　５．企業等における人権意識の向上

　　６．国・県・市及び民間団体等の関係機関の連携強化

　　７．市民自身による人権尊重の取り組みやボランティア活動の支援

　　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　９．わからない

　　10．行うべき取り組みは特にない

　　１．そう思う 　　４．どちらかといえばそうは思わない

　　３．どちらともいえない 　　６．わからない

　　２．どちらかといえばそう思う 　　５．そうは思わない

市の取り組みに関すること

　　１．ある 　　２．ない
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　　以下の質問については、これまでご回答いただいた内容を、統計的に分析するた

　　めの項目です。よろしければ、可能な範囲でお答えください。

　●性別をお聞かせください。（○は１つだけ）

　　※自認する性でお答えください。選択が困難な場合は記載しなくてもかまいません。

　●年齢は、何歳ですか。【令和３年１２月１日現在】（○は１つだけ）

　●以上で、質問は終わりです。

　　最後に、日ごろから人権について感じていること、また、「こころ豊かに暮らし、

　　しあわせを実感できるまち沼田を目指して」あなたができると思うことなど、どの

　　ようなことでもかまいませんので、下欄に自由にお書きください。

　　　　　ご協力いただき、ありがとうございました。
　　　　　　　 ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）に

　　　　　　　 入れて、１月２０日（木）までにポストに投函してください。

ＳＤＧｓ「持続可能な開発目標」
「人権」に関する目標

　　７．７０歳～

　　６．６０～６９歳

　　４．４０～４９歳

　　３．３０～３９歳

　　２．２０～２９歳

　　１．男性 　　３．その他（　　　　　　　　　　　）

　　２．女性 　　４．答えたくない　

　　１．１８～１９歳 　　５．５０～５９歳

ご自身について
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